石狩市公立小中学校事務職員第６回学校間連携会議

２００９年12月１１日　１４：３０～（事務職員協議会定例会終了後）
於：市庁舎４Ｆ４０２号
１．議長挨拶
２．経過報告

（ホームページ関係）

2009/11/25
年末賃金交渉結果の概要（会員のページ）

2009/11/25　
保護者負担データ（十勝北部３町中学校：会員ページにアップ）

2009/11/25  
日刊連携会議３７号アップ

2009/11/20 
保護者向け事務便りアップ（実践交流ページ）

2009/11/19 
日刊連携会議３６号アップ

2009/11/19 
名前印調査非公開版アップ（会員ページ）

2009/11/17 
日刊連携会議３５号アップ

2009/11/12 
日刊連携会議３４号アップ

2009/11/11 
日刊連携会議３３号アップ

2009/11/9　
管内研独自レポート（実践交流のページ）

　　　　　　　　※別紙資料を予算要望ページにアップ

2009/11/9　
日刊連携会議３２号アップ

2009/11/9 　
就学援助学習資料その１（実践交流のページ）

2009/11/4 　
新JIS規格の机・椅子導入計画調査アップ（白書提言）

2009/10/26 
退職手当計算シートアップ（実践交流のページ）

2009/10/26　
コピー機輪転機調査速報アップ（会員のページ）

2009/10/26　
日刊連携会議３１号アップ

2009/10/21　
実践交流ページに交流シート２件追加

2009/10/20　
会員専用ページ作成

2009/10/20　
日刊連携会議３０号アップ

2009/10/19　
第５回連携会議報告アップ

2009/10/19　
日刊連携会議２９号アップ

2009/10/15　
日刊連携会議２８号アップ

2009/10/15　
連携会議HP試験運用開始
2009/10/1
日刊連携会議２７号

３．児童生徒名前印の保護者負担廃止に向けた具体的作業について　別紙１
４．白書・提言の作成について　別紙２

５．連絡事項
　　・１２月２８日（月）の協議会冬季研修会について
　　　今回も連携会議が資料作成と運営を行います。当日持参していただきたい資料をお知らせします。


①学校経営要項


②自己評価シート　　　
１５部


③校内配分予算の提案資料
１５部

＜別紙１＞　児童生徒名前印の保護者負担廃止に向けた具体的作業について　別紙１
1． 経過

「日刊連携会議№33」で、児童生徒名前印の保護者負担軽減について課題提起を行いました。その中で①江別市協議会が保護者負担軽減に向けた学校徴収金の公費負担化の一環として、児童生徒の名前印代の削減に向けたとりくみを開始したこと、②石狩市においても財政グループ会議で同様の話題が出されていたこと、また、③石狩市内の状況について調査を行い、結果を公表したこと、などの状況となっています。

江別市では、次回定例会で交流が行われるとのことですが、既に職員会議で提案され、公費化（又は一部公費化）の方針が決定された事例もあるとのことです。

一方、調査結果で「公費購入が市教委で認められなかった」との意見もありましたので、学校教育課に確認をしたところ、「補充など、少額で済む場合はよいが、何万円など多額になる場合は認められない」との見解（あくまで事務レベル）でした。事務局の、「とりわけ校務事務にしか使用しないものを保護者の負担にさせるのはいかがなものか」との指摘に対しては、「（その指摘は妥当性があるとしながらも）市費で多額の購入要求がある場合は、対費用効果に鑑み、ＰＣの活用など名前印を使わない対応を指導します。」との回答（あくまで事務レベル）でした。
以上の経過を踏まえ、
2． 具体的とりくみ
（１）各学校で、事務職員から（又は事務職員が中心になって）名前印の私費負担廃止について提案（もしくは問題提起）する。

【提案もしくは問題提起の観点】

1 提案方法は、直接職員会議に提案する方法や、学校評価や年度末反省で提案する方法が考えられる。

2 名前印は校務にしか使用しないので、私費負担とする合理的理由がない。

3 市教委への照会では現状、「私費負担の合理的理由はないが、公費負担の場合でも対費用効果がどうであるか。名前印を使わない方向で事務改善を行うべきである。」との見解を持っているようである。
4 中学校においては、向こう６年は小学校からの引き継ぎで対応できる、との判断もある。

3． とりくむにあたっての観点
1 必要に応じて、連携会議の調査結果を活用してください。

2 事務職員だけで「できる・できない」を判断しないで、まずは担当者と相談するようにしましょう。

3 「できない」雰囲気が強い場合でも、まずは他校と相談して情報を集めましょう。

4 「どうしてもできない」場合は、その理由を後ほど交流したいと思います。
（２）「白書と提言」で問題提起する。

名前印は、校務でしか使用しないことから、保護者負担にはなじまないとの観点で、提言に盛り込む。

＜別紙２＞白書・提言の作成について
１．これまでに提案のあった提言課題は下記の通りです。本日は、この提言課題について実際に提言を行うかどうかについて交流します。また、その他の課題はないかについても交流します。
[image: image1.emf]白書・提言作成項目リスト

区分 タイトル 概要 主な提言先

学校

財政

カーテンクリーニングについて

市教委入札による輪番方式にするよう

求める

市教委

学校

財政

コピー機、輪転機の更新について

リース更新に係わる学校との事前協議

実施を求める

市教委

学校

財政

ワックスがけについて

体育館ワックスがけについて抜本改善

を求める

市教委

学校

財政

配分予算等の提示方法について

全校の状況がわかるような提示方式を

求める

市教委

学校

財政

資金前渡について

緊急時への対応等のため、資金前渡制

度を求める。補助金との関連整理。

市教委

学校

財政

執行決議書の改善について

「２日空ける」方法の改善、「定価」欄の

削除などを求める。

市教委

学校

財政

パソコンソフト購入費について 配分消耗品費との統合を求める。 市教委

学校

財政

学校への文書配布方法について

ネットワークを活用したペーパーレス化

を求める。

市教委

学校

財政

学校徴収金の開示について 積極的な開示を行うよう対応を求める 各学校

学校

財政

消耗品の一括購入について

用紙一括購入などにより経費節減する

方法について提案する。

市教委

学校

事務

業務

学校事務の校務分掌への位置付

けについて

学校事務職員の本務領域が運営計画

に記述されるよう求める。

校長

学校

事務

業務

特定業務が事務職員に固定化し

ていることについて

輪番等で行うべき業務実態を明らかに

して改善を求める

校長


２．具体的な提言のイメージについて、以下に提示します。
	設定課題
	校舎カーテンクリーニングについて

	提言
	校舎のカーテンクリーニングについては、市教委の一括入札により各校ローテーションで実施することが望ましい。

	説明
	市配分予算（役務費）で各校毎に実施しているが予算が不足しており、計画的実施ができない状況です。平成２２年度に向けたカーテンクリーニング経費の各校要望は下記の通りです。現時点で、校内努力により洗濯機りようなど自校で選択を行っている学校もありますが、一括入札化することで、予算の効果的執行がはかられるとともに、現場負担の軽減にもつながるとことが期待されます。


[image: image2.emf]配分予算では不足している役務費関係経費の状況

学校名 金額 説　　　　明

花川小 64,000

2,000×８教室×４枚　防炎加工は高額なので、隔年で通常のクリーニン

グとして

花川南小 109,200

2,600円×21教室×２枚（３年１回にして36,400円）

※実際は縫い目が弱くなっていてクリーニング店では困惑している。（金

額は防炎無しの場合）

紅南小 90,000

１年に１度全教室のカーテンクリーニングが出来るだけの予算措置をお願

いしたい。（普通教室・保健室・特別教室）約４５枚×2,000円

緑苑台小 92,500

現在配分内でローテーションでクリーニングしているので、一度に多くの教

室のクリーニングをしたい。

14,900円×６教室＋職員室3,100円（職員室はドアが無いため、カーテン

を引いているが、大変汚れる）

厚田小 防炎加工だと金額が高いため、配分ではたりません。

望来小 18,0001,500円×１２枚（教室、職員、数年来一度も洗濯していない）

浜益小

他団体や徴収金はなく、配当予算のみでの対応。特にクリーニングは給

食関係、保健室関係、清掃関係に支出しており、カーテンまでは対応しき

れない状況。カーテンも３年～５年に１度クリーニングできる予算付けをし

ていただきたい。

石狩中 21,000

花川北中 115,000

各教室分　4,500円×２枚×１０教室

保健室カーテン

樽川中 40,000

\3,000×５０枚を４年一巡程度のローテーションで年間約40,000円。体育

館カーテンは別途。

浜益中

廃棄物処理料、清掃委託料的な予算枠が無いので、今後、市教委で検

討できないか。


	設定課題
	配分予算等の提示方法について

	提言
	市教委の配分による学校で使用可能な予算の配分については、全ての予算が見渡せるよう、一覧表方式でかつ同時期に提示されること。

	説明
	学校配分予算については、４月初頭の石狩市学校事務説明会で「学校配分予算決定通知書」により通知をされています。この説明会は主に事務職員が出席をして、事務取扱要領の確認とともに、配分予算の説明を受けています。

　しかし、学校で使用可能な予算については、このほかに「学校支援推進事業交付金（現代的課題研究事業・特色ある教育活動事業・地域連携事業・外部指導者活用事業、学校教育担当）」、特別支援学級配分予算（消耗品費・備品購入費、特別支援教育担当）、教材備品購入予算・ＰＣソフト教材購入予算（管理課教育総務担当）など多種にわたっています。さらに、学校においては、これらの公費の外に、学校徴収金が教材の確保の上で予算化されています。

　学校においては、これらの予算配分が一覧表方式で提示されることにより、各予算種別間の調整がより効果的効率的になることが期待できると考えられます。また、一部の事業予算については、校内でその配分額や使途について共通理解がはかられていない現状もあるようですが、一覧表方式などで可視化することにより、より一層の適切な執行がはかられる効果もあると考えられます。











